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9
月
7
日
（
土
）
台
風
15
号
の
影
響
で
異
常
高

温
と
な
る
中
で
、
連
合
新
潟
・
労
福
協
主
催
の
第

29
回
新
潟
県
勤
労
者
駅
伝
大
会
が
新
潟
市
陸
上
競

技
場
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
し
信
濃
川

や
す
ら
ぎ
堤
緑
地
（
６
区
間
24
・
４
㎞
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
昨
年
に
続
き
新
潟
市
陸
上
競
技
場
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
、
参
加
チ
ー
ム
は
61
チ
ー
ム
（
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
総
員
５
９
０
名
）
で
前
年
よ
り
９

チ
ー
ム
減
少
し
ま
し
た
が
、
県
下
各
地
か
ら
日
頃
、

鍛
え
た
健
脚
を
競
う
熱
い
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
牧
野
大
会
実
行
委
員
長
（
連
合
新
潟

会
長
）
の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
、

新
潟
県
労
政
雇
用
課
・
髙
橋
課
長
の
祝
辞
の
後
、

「
佐
渡
汽
船
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
の
山
田
篤
さ
ん
が
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

今
大
会
も
昨
年
に
続
き
、
全
国
実
業
団
対
抗
駅

伝
大
会
の
出
場
経
験
も
あ
る
〝
走
る
大
工
集
団
〟

重
川
材
木
店
陸
上
部
よ
り
ゲ
ス
ト
参
戦
し
て
い
た

だ
き
、
実
業
団
の
実
力
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。一

本
の
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
ぐ
駅
伝
、
タ
ス
キ

に
は
目
に
見
え
な
い
「
絆
」
や
「
支
え
合
い
」
が

込
め
ら
れ
、
ま
さ
に
働
く
者
の
団
結
と
連
帯
を
確

認
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
初
心
者
ま
で
、

誰
も
が
自
由
に
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
大
会
を
め

ざ
し
「
タ
ス
キ
」
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

競
技
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第29回新潟県勤労者駅伝大会 61チーム 総勢590名が参加

「春風亭小朝と仲間たち」

※入場料の一部は新潟市内の福祉団体などに寄付いたします。
※事前にチケットの購入が必要となります。

【会　場】　新潟テルサ　大ホール
【入場料】　お一人様（小学生以上）1,000円（税込）

新潟ろうきん東新潟支店 Tel.025-241-1331
新潟ろうきん本店営業部 Tel.025-228-1230
新潟ろうきん新潟西支店 Tel.025-260-8866
新潟ろうきん新潟南支店 Tel.025-285-5311
新潟ろうきん山の下支店 Tel.025-273-6181

チケットご購入・
お問い合わせは

＊主催／新潟ろうきん福祉財団

【日　時】2019年11月13日（水）　開場／ 17:30  開演／ 18:30

新潟ろうきん東新潟支店推進委員会
新潟ろうきん本店営業部推進委員会
新潟ろうきん新潟南支店推進委員会
新潟ろうきん山の下支店推進委員会

共　催

○新潟ろうきん東新潟支店開設60周年祝
（一財）新潟ろうきん福祉財団　文化講演会等開催事業

ろうきんチャリティ寄席
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７
月
５
～
６
日
（
金
・
土
）
、
新
潟
市
万

代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
社
会
情
勢

の
変
化
の
中
で
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
人

材
育
成
を
め
ざ
し
た
、
第
７
期
に
い
が
た
福

祉
リ
ー
ダ
ー
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

１
４
３
名
の
働
く
仲
間
が
卒
塾
し
職
場
や
地

域
に
お
い
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
連
合
、
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
、
全
港
湾
、
さ
さ
え
あ
い
生
協
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
か
ら
19
名
の
塾
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
間
専
務
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
・
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
２
日
間
の
日
程
で

５
講
座
を
受
講
し
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー

テ
イ
ン
グ
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
も
昨
年
と
同
様
に
１
泊
２
日
の
１
回

開
催
で
完
結
す
る
基
礎
講
座
と
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張
し
た

面
持
ち
も
終
了
間
際
に
は
、
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
と
な
り
充
実
し
た
リ
ー
ダ
ー
塾
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
10
月
19
日
に
開
催
予
定
の

「
未
来
塾
」
を
実
践
講
座
と
位
置
づ
け
、
多

く
の
受
講
生
か
ら
参
加
頂
く
こ
と
を
要
請
し

終
了
し
ま
し
た
。

◇
第
１
講
座

演
題
「�
歴
史
か
ら
学
ぶ
労
働
運
動
・
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
の
理
念
と
こ
れ
か
ら

の
役
割
」

講
師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師
�

高
橋　

均　

氏

◇
第
２
講
座

演
題
「�

社
会
的
擁
護
の
現
状
と
新
潟
県
内
に

お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
取
組
事
例
」

講
師　

新
潟
県
立
大
学
教
授　
　

�

小
池　

由
佳　

氏

◇
第
３
講
座

①
演
題
「�

労
働
金
庫
運
動
の
基
本
方
向
と
課

題
へ
」

　

講
師　

労
働
金
庫　

常
務
理
事　
　

�

鶴
巻　

洋
介　

氏

②
演
題
「�

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
運
動
の

基
本
方
向
と
課
題
」

　

講
師　

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

　
　
　
　

新
潟
推
進
本
部
事
務
局
長

�

　

佐
藤　

浩　

氏

◇
第
４
講
座

演
題
「�

労
働
組
合
・
労
働
者
自
主
福
祉
事
業

団
体
の
活
動
事
例
」

講
師　

連
合
総
研　

主
任
研
究
員　

�

麻
生　

裕
子　

氏

◇
第
５
講
座

演
題
「�

共
助
の
改
革
と
創
造
を
基
礎
に
公
助

の
再
構
築
と
地
域
社
会
の
創
造
」

　
　
　

～
歴
史
に
学
び
新
し
い
時
代
を

�

切
り
拓
く
た
め
に
～

講
師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

　

�

山
本　

幸
司　

氏

　
　

新潟ろうきん
TEL 0120（191）880（受付時間 9:00～17:00）

第
７
期

に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
（
基
礎
講
座
）
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９
月
28
日
（
土
）
、
新
潟
市
「
東
映
ホ
テ

ル
新
潟
」
に
お
い
て
、
人
間
ら
し
く
生
き
、

働
き
、
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
再
生

を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
芽
生
え
、

広
が
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
新
潟
県
内
に
お
い

て
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
持
ち
寄
り
、
連

帯
・
協
同
の
力
で
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会

の
実
現
に
向
け
、
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
と
県

労
福
協
の
連
携
し
た
事
業
と
し
て
、
７
回
目

と
な
る
「
２
０
１
９
に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ

イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
新
潟
」
を
実
行
委
員

会
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
県
下
各
地
か
ら

３
５
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
の
全
体

集
会
で
は
、
基
調
講
演
と
し
て
「
共
に
働
き
、

共
に
生
き
る
～
新
し
い
時
代
に
伝
え
た
い
言

葉
～
」
と
題
し
て
、
菊
池
桃
子
氏
（
女
優
）

か
ら
、
自
ら
の
子
育
て
と
波
乱
に
満
ち
た
生

活
体
験
の
あ
り
の
ま
ま
の
お
話
を
聞
き
感
銘

を
受
け
、
改
め
て
「
共
に
生
き
る
」
と
の
神

髄
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
貴
重
な
講

演
会
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
７
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
４

カ
所
の
現
地
訪
問
コ
ー
ス
な
ど
、
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
①
ど
う
な
る
「
同
一

労
働
同
一
」
―
給
料
は
？
待
遇
は
？
―
（
連

合
新
潟
）、
②
奨
学
金
問
題
を
考
え
る
―
格

差
と
貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
―
（
奨
学
金
問

題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）、
③
個
性
を
認
め
合
っ

て
自
分
ら
し
く
い
る
た
め
に
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
か

ら
考
え
る
―
（
新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
等
）、
④

こ
れ
で
ス
ッ
キ
リ
！
１
０
０
年
生
き
て
も
大

丈
夫
！
―
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
お
け
る
資
産

形
成
の
重
要
性
―
（
労
働
金
庫
）
⑤
ひ
と

り
親
家
庭
の
支
援
報
告
と
食
品
ロ
ス
削
減
の

取
組
（
に
い
が
た
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
）、
⑥

子
ど
も
を
い
じ
め
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
傍
観
者
に
も
し
な
い
！（
子
ど
も
・
人
権

ネ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｐ
・
に
い
が
た
）⑦
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
「
２
０
３
０
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で
楽
し
み
な
が

ら�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
を
理
解
す
る
（
新
潟

Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
）�

現
地
訪
問
コ
ー
ス
で
は
、
Ａ
：
沼
垂
街
並

み
散
策
コ
ー
ス
、
Ｂ
：
萬
代
橋
・
流
作
場
界

隈
コ
ー
ス
、
Ｃ
：
太
鼓
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
Ｕ
Ｐ
！
、
Ｄ
：
映
画
ワ
ー
カ
ー
ズ

「
被
災
地
に
起
つ
」
上
映
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
、
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
２
０
９
名
が
参
加
し
、

「
食
べ
残
し
ゼ
ロ
作
戦
‼
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
が
ら
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
新
潟

を
契
機
に
労
働
者
福
祉
運
動
に
携
わ
る
諸
団

体
を
は
じ
め
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
市
民
活
動
団
体
、
自
治
体
と
の
連
携
を

図
り
、
相
互
に
補
完
す
る
こ
と
で
労
福
協
運

動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
と
ウ
イ
ン
グ
の
拡

大
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

カラオケ無料！

2019年11月15日（金）～2020年4月10日（金）
8,000円～15,500円

※12/28～1/5の期間を除きます。

※1泊2食付き・大人4名様以上
　1室利用の場合。税別。

※詳しい内容は、専用パンフレットをご覧ください。

■ 期間

■ おひとり様代金

■ 参加施設

http://www.cooptravel.jp コープ・トラベルセンター 検索
株式会社 コープサービス　〒950-0086 新潟市中央区花園2-1-6 　
総合旅行業務取扱管理者  高橋孝　新潟県知事登録旅行業第2-321号　全国旅行業協会正会員

新潟営業所
長岡営業所

〒950-0086 新潟市中央区花園2-1-6

〒940-2116　長岡市南七日町5-7

025-245-8589
0258-86-7537

瀬波ビューホテル
大観荘 せなみの湯
夕映えの宿 汐美荘
心きよらの旅 ホテル清風苑
白玉の湯 泉慶
ホテルひさご荘
風鈴屋
風雅の宿　長生館

阿賀のめぐみ 望川閣
翠玉の湯　佐取館
和みのリゾート ホテル角神
割烹の宿 湖畔
はなやぎのやど ゆもとや
めんめん亭 わたや
四季の宿 みのや
美味満開 名代家旅館

ホテルエリアワン番神岬
寺泊岬温泉 ホテル飛鳥
美味探究の宿 住吉屋
招福の宿 福引屋
美味海食汐彩の湯 みかく
赤倉ホテル
ホテル太閤
湖畔の宿 吉田家

紫陽花の里 ホテル小柳
越後乃お宿 わか竹
真心一途の宿 ほてる木の芽坂
越後のお宿 いなもと
NASPAニューオータニホテル
水が織りなす越後の宿 ホテル双葉
湯沢東映ホテル
湯沢ニューオータニホテル

宿泊用

POINT.1

10名様以上であれば、
事前予約でカラオケ、麻雀、
囲碁、将棋の貸出しが無料です。

飲み物交換OK！
POINT.2

お酒2本⇄ビール1本または
ジュース3本に交換できます！！

宿泊券が当たる！
POINT.3

お一人様につき1枚、
抽選券を差し上げます。
2020年5月に当選発表します！

12/28～1/5の期間を除きます。

カラオケ無料！

みかく

２
０
１
９
に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
新
潟

～
連
帯
・
共
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～
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７
月
２
～
３
日
（
火
・
水
）
東
京
都
「
ホ

テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京
」
に
お
い
て
、

２
０
１
９
年
度
事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合

同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
83
名
の
事
業
団
体
・

各
県
労
福
協
の
役
員
が
全
国
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合
同
会
議

は
、
年
１
回
開
催
さ
れ
、
中
央
労
福
協
の
取

り
組
み
、
各
事
業
団
体
の
取
り
組
み
及
び
各

ブ
ロ
ッ
ク
労
福
協
の
取
り
組
み
を
共
有
化
し
、

本
年
９
月
開
催
の
地
方
労
福
協
会
議
及
び
11

月
開
催
の
総
会
に
向
け
た
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
神
津
会
長
か
ら
「
今
ほ

ど
労
福
協
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

時
代
は
な
い
。
解
決
す
べ
き
課
題
が
取
り
残

さ
れ
て
き
た
の
が
現
在
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ

報
道
で
、
自
ら
の
貧
困
を
容
認
し
て
自
己
責

任
論
を
肯
定
す
る
者
が
増
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
支
持
政
党
は
与
党
で
あ
る
と
回
答
し
て

い
る
。
こ
ん
な
異
常
な
時
代
は
速
や
か
に
変

革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
演
と
し
て
「
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
お
け
る
協
同
組
合
の
役
割
」（
青

竹
豊
氏
：
Ｊ
Ｃ
Ａ
常
務
理
事
）、「
各
県
で
の

協
同
組
合
連
携
の
広
が
り
」（
横
溝
大
介
氏
：

Ｊ
Ｃ
Ａ
主
任
研
究
員
）、「
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
な
い
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
～
休
眠
預

金
等
活
用
の
展
望
～
」（
大
川
昌
晴
氏
：
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
総
務
部
長
）
と
、
報
告
「
社
会

福
祉
法
人
〝
抱
撲
〟
設
立
に
関
す
る
ご
協
力

の
お
願
い
」（
奥
田
知
志
氏
：
抱
撲
理
事
長
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
２
０
１
９
全
国
福
祉

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
方
針
（
素

案
）」、「
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定

に
つ
い
て
論
議
を
行
い
、
９
月
に
開
催
す
る

地
方
労
福
協
会
議
で
、
方
針
の
全
体
共
有
を

は
か
る
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
議
終
了
後
に
、
「
２
０
１
９
年

度
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換

会
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の

中
で
、
現
在
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
担
っ
て

い
る
地
区
労
福
協
（
報
告
地
区
は
、
16
地
区

か
ら
現
状
と
課
題
が
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
の

地
区
も
「
人
・
物
・
金
」
で
苦
労
し
て
い
る

実
態
が
あ
る
け
れ
ど
、
生
活
困
窮
者
の
皆
さ

ん
の
生
活
支
援
の
為
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
の
、
生
き
生
き
と
し
た
報
告
が
あ
り

有
意
義
な
情
報
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

新潟推進本部（新潟県総合生活協同組合）

中
央
労
福
協

「
２
０
１
９
年
度
事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合
同
会
議
」
お
よ
び

�
「
２
０
１
９
年
度
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
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９
月
24
～
25
日
（
火
・
水
）
、
東
京
・
御

茶
ノ
水
「
労
働
金
庫
会
館
」
に
お
い
て
第
４

回
地
方
労
福
協
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
２
０
１
９
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
取
り
組
み
を
中
心
議
題
と
し
、
中
央

労
福
協
は
①
労
働
者
福
祉
運
動
で
共
助
の
輪

を
地
域
に
広
げ
よ
う
！
②
奨
学
金
制
度
を
改

善
し
、
教
育
費
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
よ
う
！

③
生
活
・
就
労
支
援
を
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

９
月
11
～
12
日
（
水
・
木
）
、
第
８
回
Ｌ

Ｓ
Ｃ
実
務
者
研
修
会
お
よ
び
奨
学
金
問
題
相

談
員
要
請
研
修
会
が
、
東
京
都
「
ホ
テ
ル
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

相
談
員
研
修
会
・
研
修
会
に
39
名
（
新
潟
か

ら
４
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
中
央
労
福
協
の
花
井
事

務
局
長
か
ら
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
業
は
労
福
協
の
重

要
な
柱
で
あ
り
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

単
元
１
「
近
年
の
労
働
相
談
の
実
情
」
久

保
啓
子
氏
（
連
合
非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
局

長
）
か
ら
、
雇
用
状
況
、
非
正
規
雇
用
問
題
、

連
合
の
運
動
方
針
（
２
０
２
０
～
２
０
２
１

年
）
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

単
元
２
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
者
へ
の

寄
り
添
い
方
」
苅
田
尚
晴
氏
（
精
神
保
健
福

祉
士
）
か
ら
、
「
あ
た
り
ま
え
」
の
基
準
が

動
い
て
い
る
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
の
重
要

性
や
、
多
様
性
を
意
識
す
る
こ
と
の
意
義
、

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

単
元
３
「
定
住
外
国
人
の
日
常
生
活
の
困

り
ご
と
へ
の
対
応
」
横
田
能
洋
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
モ
ン
ズ
）
か
ら
、
外
国
人
の
方
の
日

常
的
な
相
談
か
ら
在
留
資
格
の
課
題
、
な
ぜ
、

不
法
滞
在
に
つ
な
が
る
の
か
等
、
日
本
の
定

住
外
国
人
に
対
す
る
制
度
矛
盾
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
、
単
元
４
「
Ｐ
Ｓ
事
業
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
事
業
、
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
経
験
し
て
」
山
田
太
郎
氏
（
前
新
潟
労
福

協
専
務
理
事
）
か
ら
、
新
潟
県
労
福
協
の
各

事
業
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

単
元
５
「
経
験
交
流
（
事
例
共
有
・
事
例

発
表
）
」
で
は
、
各
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
実
態
や
取
り

ク
で
支
え
よ
う
！
、
を
全
国
共
通
の
テ
ー
マ

に
10
月
～
11
月
を
取
り
組
み
強
化
期
間
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の
対
応
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
70
周
年
記
念
事
業
に
関
す
る
報
告
が

あ
り
、
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

Ｌ
Ｓ
Ｃ
責
任
者
会
議
に
お
い
て
は
、
連
合

山
根
木
総
合
組
織
局
長
か
ら
、
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
に
関
す
る
連
合
の
議
論
経
過
に
つ
い

て
」
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

連
合
の
運
動
方
針
に
関
係
す
る
重
要
案
件

で
あ
り
、
今
後
も
４
団
体
で
の
論
議
を
進
め

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
み
事
例
の
説
明
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

実
務
者
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
奨
学
金
問
題
相
談
員
要
請

研
修
会
を
行
い
、
奨
学
金
問
題
対
策
全
国
会

議
・
岩
重
佳
治
弁
護
士
よ
り
、
奨
学
金
返
済

相
談
の
実
例
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
の
11
月
30
日
（
土
）
、
新
潟
県
内
に

お
い
て
実
施
予
定
の
電
話
相
談
に
向
け
て
、

大
変
貴
重
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

中
央
労
福
協

２
０
１
９
年
度
第
８
回
Ｌ
Ｓ
Ｃ
実
務
者
研
修
会
お
よ
び

�

奨
学
金
問
題
相
談
員
要
請
研
修
会

中
央
労
福
協

第
４
回
地
方
労
福
協
会
議
お
よ
び
Ｌ
Ｓ
Ｃ
責
任
者
会
議
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７
月
25
日
（
木
）
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
福

協
第
２
２
３
回
幹
事
会
・
２
０
１
９
年
度
事

業
団
体
責
任
者
会
議
が
、
静
岡
県
沼
津
市
・

プ
ラ
ザ
ブ
ェ
ル
デ
に
お
い
て
、
37
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
、
９
月
開
催
の
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
（
群
馬
県
）
、
10
月

開
催
の
代
表
者
会
（
埼
玉
県
）
、
12
月
開
催

の
第
54
回
定
期
総
会
（
千
葉
県
）
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

代
表
者
会
議
に
お
い
て
は
、
連
合
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会
・
連
合
新
潟
、
中
央
労
働
金

庫
・
新
潟
・
長
野
・
静
岡
の
各
単
金
、
こ
く

み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
関
東
統
括
本
部
・
新

潟
・
長
野
・
静
岡
推
進
本
部
か
ら
報
告
お
よ

び
課
題
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
央
労
福
協
花
井
事
務
局
長
か
ら

「
２
０
２
０
ビ

ジ
ョ
ン
の
総
括

と
２
０
３
０
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い

て
」
、
直
近
の

検
討
状
況
、
今

後
の
意
見
集
約

の
考
え
方
な
ど
、

11
月
の
総
会
に

向
け
た
取
り
組

み
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

意
見
交
換
で

は
、
新
潟
県
労
福
協
と
し
て
、
事
業
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
県
労
福
協
の
事
務
・
事

業
の
検
証
・
検
討
を
１
年
間
か
け
て
行
う
こ

と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

な
問
題
で
あ
る
が
、
滞
納
処
分
（
期
日
ま
で

に
納
付
さ
れ
な
い
税
な
ど
公
債
権
）
の
対
応

で
暴
走
が
始
ま
り
、
滞
納
者
の
意
思
に
関
係

な
く
預
金
口
座
を
差
し
押
さ
え
る
異
常
な
実

態
が
、
全
国
の
市
町
村
等
の
徴
税
部
署
で
行

わ
れ
、
特
に
群
馬
県
前
橋
市
が
異
常
で
あ
る

と
の
生
々
し
い
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異

常
な
暴
走
を
阻
止
す
る
の
は
、
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
事
業
で
あ
る
と
激
を
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。久

々
に
中
身
の
濃
い
経
験
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

９
月
３
～
４
日
（
火
・
水
）
、
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
労
福
協
主
催
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
）
事
業
経
験
交
流

会
が
群
馬
県
高
崎
市
「
高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
プ
ラ
ザ
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
、
１
都
10
県
か
ら
33
名
が
参

加
し
、
新
潟
県
労
福
協
か
ら
は
、
事
務
局
と

な
が
お
か
・
柏
崎
・
佐
渡�

Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
、
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
「
事
例
で
学
ぶ
味
方
に
な
り

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て

「
大
小
原
利
信
氏
（
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

協
会
理
事
長
）
」
よ
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

入
門
・
味
方
に
な
り
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
特
に
相
談

者
の
気
持
ち
に
よ
り
そ
う
こ
と
の
重
要
性
や

声
の
か
け
方
な
ど
、
正
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

贈
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

と
は
、
シ
ェ
ル
パ
の
よ
う
な
役
割
で
あ
る
と

熱
の
こ
も
っ
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
よ
り
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
特
徴
的
事

例
や
懸
案
事
項
の
報
告
が
あ
り
、
予
定
時
間

を
大
幅
に
延
長
し
て
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
「
多
重
債
務
問
題
と
滞
納
処

分
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
「
仲
道
宗
弘
氏

（
司
法
書
士
）
」
か
ら
、
多
重
債
務
も
大
き

　

第
１
部
の
総
会
は
、
長
谷
川
義
明
会
長
の

挨
拶
の
後
、
２
０
１
９
年
度
活
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
な
お
、
役
員

改
選
で
は
、
長
谷
川
会
長
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
篠
田
昭
氏
（
前
新
潟
市
長
）
が
新
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
日
ロ
親
善

に
向
け
た
友
情
構
築
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、

菊
池
健
太
氏
（
新
潟
市
立
曽
野
木
小
学
校
教

諭
）
か
ら
、
自
ら
が
４
年
間
モ
ス
ク
ワ
日
本

人
学
校
に
勤
務
し
た
経
験
談
を
中
心
に
、
ロ

シ
ア
の
皆
さ
ん
の
生
活
ぶ
り
を
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
、
友
情
構
築
の
必
要
性
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。

　

第
３
部
の
交
流
会
は
、
篠
田
会
長
の
挨
拶
、

セ
ル
ゲ
ェ
ー
フ
・
ミ
ハ
イ
ル
総
領
事
の
連
帯

挨
拶
、
来
賓
の
西
村
ち
な
み
衆
議
院
議
員
の

挨
拶
を
受
け
て
、
事
務
局
が
準
備
し
た
ウ

オ
ッ
カ
を
飲
み
な
が
ら
日
ロ
の
交
流
の
重
要

性
を
確
認
し
な
が
ら
、
盛
大
に
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
（
水
）、
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会
第
35

回
総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
が
、
日
ロ
親

善
協
会
会
員
や
総
領
事
館
、
行
政
関
係
者
等
、

62
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
２
３
回
幹
事
会
・

２
０
１
９
年
度
事
業
団
体
責
任
者
会
議

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

２
０
１
９
年
度
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
事
業
経
験
交
流
会

国
際
交
流

新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会
第
35
回

総
会
・
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（7）第39号 2019年10月15日

７
月
30
日
（
火
）
在
日
本
大
韓
民
国
民
団

新
潟
県
地
方
本
部
主
催
の
「
特
別
講
演
会
及

び
韓
日
親
善
交
流
会
が
、
新
潟
東
映
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
在
日
韓
国
人
の
皆
さ
ん
、
日
韓

親
善
協
会
加
盟
の
日
本
人
の
皆
さ
ん
、
、
総

勢
１
１
０
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
講
師
の
陳
昌
洙
氏
（
世

宗
研
究
所
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
か
ら
、

「
韓
日
関
係
の
未
来
」
と
題
し
て
、
「
今
日

の
韓
日
関
係
は
徴
用
工
問
題
を
発
端
と
し
て

最
悪
の
状
況
で
あ
る
。
日
本
側
に
は
全
く
柔

軟
性
は
な
い
。
安
倍
政
権
は
出
口
戦
略
が
な

い
。
収
拾
管
理
す
る
政
治
家
が
自
民
党
内
に

１
９
６
６
年
交
流
協
定
締
結
以
来
、
新
潟

県
労
福
協
に
引
き
継
が
れ
て
今
回
で
14
回
目

の
訪
日
と
な
り
ま
す
。
53
年
に
及
ぶ
長
い
歴

史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
さ
ら
に
友
好
と
連

帯
を
深
め
、
両
国
の
労
働
者
の
幸
せ
と
組
織

の
発
展
の
た
め
の
力
合
わ
せ
を
確
認
し
た
有

意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
の
連
合
新
潟
・
労
福
協
と
の
意
見
交

換
会
で
は
、
両
国
の
社
会
情
勢
や
労
働
者
を

と
り
ま
く
状
況
、
組
織
率
の
課
題
、
年
金
の

実
態
等
、
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
牧
野
理
事
長
か
ら
、
今
後
の
日

ロ
交
流
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
定
内
容
の
変

更
を
含
め
、
検
討
す
る
よ
う
ガ
リ
ー
ナ
団
長

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

９
月
１
～
５
日
（
日
～
木
）
ロ
シ
ア
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
地
方
労
働
組
合
団
体
連
合
会
第
14

回
代
表
団
、
ガ
リ
ー
ナ
・
コ
ノ
ネ
ン
コ
団
長

以
下
５
名
が
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
の
歓
迎
夕
食
会
に
は
、
来
賓
と
し
て

在
新
潟
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館
セ
ル
ゲ
ェ
ー

フ
・
ミ
ハ
イ
ル
総
領
事
を
招
き
、
連
合
・
労

金
・
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
等
の
役
員
と

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
21
日
（
土
）
新
潟
市
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
新
潟
に
お
い
て
、
標
記
の
講
演
会
が
開
催

さ
れ
、
ガ
ル
ー
ジ
ン
駐
日
ロ
シ
ア
連
邦
特
命

全
権
大
使
が
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

ガ
ル
ー
ジ
ン
大
使
は
、「
両
国

の
経
済
発
展
が
平
和
条
約
締
結
へ

の
環
境
づ
く
り
に
な
る
」
ま
た
、

互
い
の
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
、
北
極
圏
で
ロ
シ
ア
が
進

め
る
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）

事
業
に
日
本
企
業
が
参
加
し
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、「
あ
ら
ゆ
る
面

で
隣
国
に
本
当
の
関
係
を
重
視
し

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

も
い
な
い
。
韓
国
側
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

動
き
が
国
民
の
半
数
を
超
え
て
い
る
。
歴
史

認
識
で
は
、
平
行
線
で
あ
り
認
識
の
違
い
を

認
め
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
妥
協
案
を
模
索
す
る
以
外
に
な
い
。
こ

の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
民
間
の
交

流
は
重
要
で
あ
る
。
両
国
民
は
感
情
に
流
さ

れ
ず
冷
静
に
常
識
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
、
厳
し
い
時
代
で
あ
っ
て
も

韓
日
の
友
好
関
係
を
民
間
交
流
に
よ
り
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
片
桐
日
韓
親
善
協
会
会
長

が
、
在
日
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
日
本
政
府
の

反
動
的
対
応
（
選
挙
権
が
無
い
）
に
対
し
て

遺
憾
の
表
明
が
さ
れ
、
日
韓
親
善
協
会
の
活

動
の
重
要
性
を
強
調
し
、
心
の
こ
も
っ
た
挨

拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
は
、
伽
耶
琴
と
打
楽
器
の
演
奏
が

あ
り
楽
し
く
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
新
潟
県
・
新
潟
市

か
ら
の
挨
拶
を
受
け
、
総
領
事
館
の
開
設
25

周
年
を
祝
う
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

在
新
潟
ロ
シ
ア
連
邦
総
領
事
館

開
設
２5
周
年
記
念
講
演
会
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

国
際
交
流

２
０
１
９
韓
日
親
善
交
流
会

「
講
演
会
」・「
懇
親
会
」

国
際
交
流

ロ
シ
ア
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
労
働
組
合

団
体
連
合
会　
第
１４
回
代
表
団
来
日
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７
月
31
日
（
水
）
新
潟
市
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
て
、
新
潟
県
総
合

生
協
第
65
回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
第
２
回
組
合

員
代
表
者
会
議
が
、
３
２
２
名
の
総
代
（
組

合
員
）
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
塚
理
事
長
か
ら
、
『
２
０
１
９
年
６

月
１
日
「
全
労
済
」
か
ら
「
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
」
に
愛
称
が
変
更
と
な
っ
た
。

２
０
１
８
年
度
は
事
業
目
標
で
掲
げ
た
〝
め

ざ
す
べ
き
到
達
点
〟
の
達
成
に
は
至
ら
な

か
っ
た
が
、
２
０
１
９
年
度
は
「
新
た
な
推

進
戦
略
」
で
構
築
し
た
「
総
合
拠
点
政
策
」

「
移
動
シ
ョ
ッ
プ
政
策
」
実
行
初
年
度
と
し

て
の
真
価
を
発
揮
し
た
い
。
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
の
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
助
け

あ
い
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
社
会
づ
く
り
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
』
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
全
て
の
議
案
が
確
認
さ
れ
、

役
員
改
選
で
は
、
理
事
20
名
・
幹
事
２
名
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
小
野
塚
豊
理
事

長
、
佐
藤
浩
専
務
理
事
が
理
事
会
に
お
い
て

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推

進
本
部
第
２
回
組
合
員
代
表
者
会
議
で
は
、

２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
予
算
の
確
認
を
行

い
、
新
潟
推
進
本
部
代
表
委
員
の
選
任
結
果

を
受
け
、
小
野
塚
本
部
長
、
佐
藤
事
務
局
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
労
福
協
の
間
専
務
理
事
は
引
き
続

い
て
、
総
合
生
協
理
事
お
よ
び
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
代
表
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
13
～
14
日
（
金
・
土
）
新
潟
県
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
平
和
を
学
ぶ
」
視

察
研
究
ツ
ア
ー
が
長
野
県
で
開
催
さ
れ
14
名

（
県
労
福
協
か
ら
間
専
務
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
は
、「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
」

（
阿
智
村
）、戦
没
画
家
学
生
慰
霊
美
術
館「
無

言
館
」（
上
田
市
）、「
大
本
営
舞
鶴
山
地
下

壕
跡
」（
長
野
市
）
で
し
た
。

　

戦
争
が
い
か
に
愚
か
で
人
間
の
尊
厳
を
奪

い
去
る
悪
行
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
平
和
の

尊
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
貴

重
な
視
察
・
研
究
ツ
ア
ー
で
し
た
。

　

ま
さ
に
、
黙
と
う
・
合
掌
で
す
。

（2019年8月末現在）

45,972件   70,195,679,332円

10,707件 127,996,829,883円

56,679件 198,192,509,215円

こ
く
み
ん
共
済ｃｏｏｐ

新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
第
６５
回
通
常
総
代
会
お
よ
び

�
こ
く
み
ん
共
済ｃｏｏｐ
新
潟
推
進
本
部
第
２
回
組
合
員
代
表
者
会
議

平
和
を
学
ぶ

視
察・
研
究
ツ
ア
ー
２
０
１
９



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（9）第39号 ₂₀₁₉年10月₁₅日

佐
渡
地
区
労
福
協

「
２
０
１
９
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

佐
渡
の
未
来
を
考
え
る

 

「
日
本
一
幸
せ
な
従
業
員
を
つ
く
る
！
」上
映
会

10
月
17
日
（
木
）
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

佐
渡
は
ま
な
す
ホ
ー
ル
に
て
、
『
ホ
テ
ル

ア
ソ
シ
ア
名
古
屋
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
挑
戦

～
』
の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
映
画
は
、
ホ
テ
ル
再
生
を
実
施
し

た
柴
田
秋
雄
氏
と
い
う
方
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。
働
き
方
改
革
が
進
む

中
、
従
業
員
に
と
っ
て
の
幸
せ
を
感
じ
る

働
き
方
、
社
員
が
喜
び
を
も
っ
て
働
け
る

職
場
環
境
の
整
備
な
ど
、
若
者
の
雇
用
の

場
の
確
保
及
び
定
着
に
向
け
、
佐
渡
市
内

の
事
業
所
に
も
学
ぶ
べ
き
内
容
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
労
福
協
会
員
の
み
な
ら
ず
広

く
周
知
を
す
る
た
め
、
佐
渡
市
雇
用
促
進

協
議
会
の
後
援
を
頂
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

よ
り
各
企
業
に
案
内
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

柴
田
秋
雄
氏
は
、
映
画
の
中
で
「
働
き

方
は
生
き
方
だ
」
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
集
ま
る
皆
さ
ん
で
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

上
越
地
区

　

８
月
８
日
、
上
越
労
福
協
総
会
を
、
直

江
津
学
び
の
交
流
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
か
ら
は
、
牧
野
理
事
長
か
ら

出
席
い
た
だ
き
、
労
福
協
の
抱
え
る
課
題

等
を
お
聞
き
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

２
０
１
９
年
度
の
活
動
は
、
10
月
28
日
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
11
月

２
日
に
、
く
わ
ど
り
市
民
の
森
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
の
実
施
、
来
年
の
新
春
交
歓
会
を
１

月
７
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
あ

わ
せ
て
、
上
越
労
福
協
、
上
越
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
決
算
、
予
算
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

上
越
労
福
協
は
今
後

も
、
地
域
で
活
動
し
て

い
る
団
体
と
連
携
を
強

め
、
地
域
の
勤
労
者
の

福
祉
向
上
、
生
活
安
定

と
経
済
的
・
社
会
的
地

位
の
向
上
を
目
指
す
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

地
区
労
福
協
か
ら
の

iga
ta Letter

 

佐渡地区労働者福祉協議会主催 2019 ライフプランセミナー 
佐渡の未来を考える『日本一幸せな従業員をつくる！』内部上映会     

共催団体：県労福協・ろうきん福祉財団    後援：佐渡市雇用促進協議会 

日時 2019 年 10 月 17 日（木）18：30〜20：30（開場 18：00〜） 

   

無料 
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２
０
１
９
年
３
月
発
刊
の
調
査･
研
究
報

告
書
、『
あ
し
た
へ
―
健
康
と
医
療
の
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
―
』
所
収
の
論
文
の
う
ち
、

今
回
は
、
坂
井
洋
一
郎
氏
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
―
産
業
医
と
し

て
の
視
点
か
ら
―
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

執
筆
者
の
坂
井
氏
は
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｕ
の
専
属
産
業
医
と
し
て
活
躍
中
の
現

職
の
医
師
で
あ
る
と
と
も
に
、
心
療
内
科
の

専
門
医
と
し
て
の
豊
富
な
実
績
を
持
ち
、
新

潟
県
内
で
の
医
療
に
長
年
携
わ
っ
て
い
た
経

験
か
ら
県
内
の
医
療
事
情
に
も
詳
し
い
。
同

論
文
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
現
場
経
験
を

踏
ま
え
た
提
言
等
も
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
１

次
か
ら
３
次
予
防
の
各
段
階
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
概
要
と
課
題
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
い
て
い
る
。

「
産
業
医
学
の
ゴ
ー
ル
は
働
く
こ
と
で
健

康
に
な
り
、
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
し
た

い
」
と
す
る
、
産
業
医
と
し
て
の
思
い
が
込

め
ら
れ
た
論
稿
で
も
あ
る
。

【
２
次
・
３
次
予
防
の
現
状
と
課
題
】

坂
井
氏
が
特
に
強
調
す
る
の
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
応
の
１
次
予
防
（
長
時
間
労
働

や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
リ
ス
ク
回
避
）
と
さ
ら

に
進
ん
で
の
０
次
予
防
（
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
プ
ラ
ス
要
因
増
加
）
で
あ
る
が
、
本
論

で
は
ま
ず
、
現
行
の
２
次
予
防
（
早
期
発

見
・
早
期
治
療
等
）
と
３
次
予
防
（
再
発
防

止
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、職
場
復
帰
等
）

に
つ
い
て
そ
の
概
要
と
課
題
に
触
れ
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
不
調
者
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

は
、
長
時
間
残
業
者
面
接
や
新
入
社
員
面
接
、

異
動
時
面
接
な
ど
が
あ
る
。

坂
井
氏
は
早
期
発
見
に
効
果
的
な
の
は
、

環
境
の
変
化
と
の
か
か
わ
り
で
新
入
社
員
面

接
、
異
動
時
面
接
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
さ

ら
に
「
最
も
効
果
が
期
待
で
き
る
の
は
ラ
イ

ン
に
よ
る
ケ
ア
」
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、

多
忙
な
職
場
は
上
司
や
同
僚
に
も
余
裕
が
な

く
、
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、治
療
開
始
時
の
問
題
と
し
て
、（
１
）

治
療
拒
否
、（
２
）
治
療
中
の
問
題
、（
３
）

職
場
復
帰
の
問
題
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
復
帰
時
や
復
帰
後
の
再
発
の
問

題
で
は
、
職
場
の
事
情
が
よ
く
わ
か
る
産
業

医
の
役
割
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
生
産
性
の
影
響
度
を
評
価
す
る
指
標
と

し
て
の
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
」
や
、

障
が
い
が
あ
る
社
員
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い

て
も
簡
潔
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、「
休

ん
で
い
る
従
業
員
へ
の
対
応
で
精
い
っ
ぱ
い

で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
へ
の
対
応
ま

で
手
が
着
け
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高

い
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
も
１
次
予
防
、
０

次
予
防
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

【
今
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
】

現
実
の
問
題
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
今
後

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
坂
井
氏

は
（
１
）
職
場
復
帰
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、（
２
）

リ
ワ
ー
ク
支
援
資
源
の
活
用
、（
３
）
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
活
用
の
３
点
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
「
理
想
の
職
場
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
組
織
を
改
革
し

て
い
く
こ
と
が
、根
本
的
な
解
決
策
と
な
る
」

と
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
組
織

と
し
て
取
り
組
む
課
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
急
ぐ
課
題
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
、「
安
心
し
て
療
養
に
専
念
で
き
る
こ
と
」、

「
休
職
へ
の
不
安
の
払
拭
」、「
治
療
へ
の
抵

抗
感
の
軽
減
」
な
ど
に
も
つ
な
が
る
、
職
場

復
帰
シ
ス
テ
ム
の
整
備
で
あ
る
。

ま
た
、
集
団
分
析
を
行
う
こ
と
が
環
境
改

善
に
役
立
つ
こ
と
や
、
悪
い
部
署
の
改
善
よ

り
も
良
い
部
署
を
探
し
て
他
に
広
め
る
こ
と

が
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
て
も
ら
い
や
す
い
点

な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
厚
労
省
の
パ
ン

フ
や
地
域
の
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
な
ど
、
中
小
企
業
も
含
め
て
、
ど
の

職
場
で
も
活
用
で
き
る
記
述
も
あ
り
、
そ
の

点
で
も
参
考
に
な
る
論
稿
と
な
っ
て
い
る
。

【
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
】

健
康
を
害
す
る
よ
う
な
長
時
間
労
働
や
労

働
強
化
の
改
善
を
大
前
提
と
し
た
う
え
で
、

坂
井
氏
は
０
次
予
防
と
し
て
ワ
ー
ク
・
エ
ン

ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

「
生
き
生
き
と
働
く
」
と
い
う
点
を
有
効
な

対
策
と
し
て
、
個
人
や
組
織
に
な
に
が
で
き

る
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
論
文
中
に
は
、
職
場
と
産
業
医

の
情
報
の
共
有
や
、
医
療
機
関
の
情
報
を
集

め
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
（
連
携
し
や
す
い

主
治
医
探
し
）、
産
業
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

な
ど
、「
望
ま
し
い
こ
と
」
が
い
く
つ
か
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
労
働
団
体
が

取
り
組
む
課
題
と
し
て
参
考
に
な
る
も
の
で

あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

「
企
業
が
発
展
し
労
働
者
が
幸
せ
に
な
れ

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
イ
ズ
ム
を
減
ら
し
、
ワ
ー
ク
・
エ
ン

ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
て
生
産
性
と
人
間
性

が
両
立
す
る
職
場
を
目
指
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
坂
井
氏
の
願
い
は
、
取
り
組
み

次
第
で
実
現
可
能
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め

て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

深
刻
化
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応

　 ―
 

「
生
産
性
と
人
間
性
が
両
立
す
る
職
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

を
目
指
し
て― ３
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を
か
わ
し
た
の
で
は
」
、
と
の
回
答
で
あ
っ

た
❖
過
日
、
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
平
和
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
た��

❖
特
に

「
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館�

」
で
は
、
戦
争

の
悲
惨
さ
だ
け
で
は
な
く
、
国
策
と
し
て
満

州
国
（
傀
儡
政
権
国
）
に
派
遣
さ
れ
た
多
く

の
農
民
や
少
年
兵
の
実
態
と
、
そ
の
場
所
で

起
き
た
事
実
を
学
ん
だ
❖
１
９
４
５
年
８
月

９
日
、
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
が
「
日
ソ
中
立
条

約
」
を
破
棄
し
て
満
州
国
な
ど
、
日
本
に
対

し
て
侵
攻
し
た
日
で
あ
る
❖
敗
戦
後
の
中
国

残
留
孤
児
の
根
源
で
あ
り
、
そ
の
後
の
、
シ

編
集
後
記

❖
過
日
、
新
潟
県
日
ロ
親
善
協
会
の
役
員
と

ロ
シ
ア
連
邦
大
使
Ｍ
・
Ｙ
・
ガ
ル
ー
ジ
ン
氏

と
で
昼
食
会
を
新
潟
市
内
で
開
催
し
た
。
大

使
か
ら
「
な
ぜ
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
ロ
シ

ア
に
対
し
て
否
定
的
な
報
道
を
す
る
の
か
」

と
、
同
席
し
た
某
民
間
放
送
局
の
Ｂ
社
長
に

質
問
が
あ
っ
た
❖
Ｂ
社
長
曰
く
、
「
敗
戦
直

後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
が
、
原
爆
や
無
差

別
空
襲
に
対
し
て
批
判
が
起
き
な
い
よ
う
懐

柔
政
策
（
食
糧
支
援
な
ど
）
を
行
い
、
矛
先

今 後 の 日 程
10月 15日（火）

消費生活ネット理事会（こくみん共済COOP会館）
19日（土）
未来塾2019ＮＰＯ訪問ツアーin県央（三条市・燕市内）
21～22日（月・火）
こくみん共済 COOP北海道・東北統括本部意見交換会（宮城県仙台市）
23日（水）
上越市PS支援調整会議（上越市）
28日（月）
第4回奨学金問題意見交換会（新潟市：勤労福祉会館）
上越地区ライフプランセミナー（上越市民プラザ）
30日（水）
長岡市PS支援調整会議（長岡市）
31日（木）
新潟市PS事業連絡会・支援調整会議（新潟市：勤労福祉会館）
ろうきんシニア倶楽部支部総会（ユニゾンプラザ）
県央地区ライフプランセミナー（三条市ソレイユ）

11月 3～4日（日・月）
生活困窮者自立支援全国研究集会（宮城県仙台市）
5日（火）
連合新潟第29回定期大会（新潟市：ＡＮＡクラウンプラザホテル）
6～8日（水～金）
北部ブロック労福協移動幹事会（新潟県内視察）
13日（水）
長岡市PS支援調整会議（長岡市）
14日（木）
新潟市ニピイ理事会（新潟市内）
14～15日（木・金）
ろうきん福祉財団「地域づくりセミナー」（十日町市）
15日（金）
新潟県労福協ＰＳ職員研修会（長岡市）
18日（月）
新潟県労福協第3回事業検討委員会（新潟市：勤労福祉会館）
20日（水）
新潟県労福協第126回理事会（新潟市：勤労福祉会館）
25日（月）
「奨学金に関する電話相談」チラシ配布行動（新潟市駅前）
26日（火）
上越市PS支援調整会議（上越市）
27日（水）
長岡市PS支援調整会議（長岡市）
28日（木）
新潟市ニピイ評議員会（新潟市内）
新潟市PS支援調整会議（新潟市：勤労福祉会館）
28～29日（木・金）
中央労福協結成70周年レセプション・総会（東京都：ラングウッドホテル）
30日（土）
奨学金に関する電話相談（新潟市：勤労福祉会館）

ベ
リ
ア
抑
留
者
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た

❖
１
９
４
５
年
２
月
の
「
ヤ
ル
タ
会
談
」
に

お
い
て
、
ド
イ
ツ
降
伏
の
90
日
後
に
ソ
ビ
エ

ト
が
日
本
に
対
し
て
参
戦
す
る
こ
と
と
、
領

土
の
線
引
き
を
決
定
す
る
会
談
が
行
わ
れ
た

❖
ド
イ
ツ
の
降
伏
日
は
５
月
８
日
で
、
90
日

後
と
は
８
月
９
日
（
米
国
に
よ
る
長
崎
原
爆

投
下
日
）
で
あ
る
❖
抑
留
で
５
万
５
千
人
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。
戦
争
は
無
条
件
に
悪

で
あ
る
。

�

（
新
光
町
の
カ
ン
ペ
イ
）

夕食宅配

ご高齢の 
方に！ 

夕食宅配夕食宅配夕食宅配

ご高齢

忙しい 

の方
に！ に！

食事が 

の 
方に！ 

お問い合わせ・お申し込みはクルココールセンターまで
【受付時間】午前９時～午後５時（月～金）




